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Abstract 

In this study, international students from Southeast Asia were asked, 'Why did you decide to study in 

Japan?' and the information was collected through semi-structured interviews. The results showed that 

(i) international students' image of Japan, (ii) parents' image of Japan, (iii) the availability of 

scholarships, (iv) affordable tuition fees and living costs, and (v) the existence of a community of 

people from the country of origin., were found to be important. It was assumed that some of this 

information and image is formed by the international students' (1) satisfaction with their study 

destination, (2) opportunities to interact with Japanese people, (3) ease of living in Japan, (4) Japanese 

language level, (5) understanding of Japanese culture, etc., and is reinforced through word of mouth 

and the internet. Therefore, supporting the creation of these environments will create a positive image 

of studying in Japan and increase the number of students from Southeast Asia. 
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 次に留学生を出身地域別に分け、表１に示した。地域別ではアジア地域が最も多く、91％

が同地域から留学している。この内、東南アジアからの留学生数は、60,111 人（ラオスとブ

ルネイからの留学生数を除く）となっており、その割合は約 22％となっている。 

 最も多く占めるのが中国からの留学生 115,493 人であり、全体の 41.4％を占めた。次にネ

パール（37,878 人，13.6 %）、ベトナム（36,339 人，13.0％）、韓国（14,946 人，5.4％）、ミ

ャンマー（7,773 人，2.8％）と続いた。次に、2024 年 9 月時点で公開されている東南アジア

からの留学生数関連のデータを表 2 に示した。人口千人当たりの日本留学生数を見ても、ベ

トナムとミャンマーが他の東南アジアの国と状況がかなり異なり、日本留学者の割合が高

いことが分かる。年齢の中央値が低い国（＝年齢層が若い国）の方が、留学者が多いと考え

られるが、日本留学の場合、強い関係性は見られないようである。 
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3. 

2019 年度、留学生数は 30 万人を達成した。この増加について、カオ・松川（2019）はベ

トナムとミャンマーからの私費留学生の増加が影響していると分析している。彼ら私費留

学生の特徴は、奨学金に依存せず、半分以上の収入をアルバイト収入で賄っていることであ

る。コロナ禍前後における外国人留学生数の推移については白石（2024）が分析している。  

 東南アジアにおいて第一位、第二位を占めたベトナム、ミャンマーであるが、コロナ禍後、

ミャンマーがコロナ禍前以上に留学生数を伸ばしたのに対し、ベトナムからの留学生数の

回復は遅い。白石は、この理由を裏付けるデータの把握はできていないとしているが、関係

者への聞き取りによると、ドイツや韓国への留学が増えていることを理由としている。留学

先の変化については、追って、UNESCO 等のデータで明らかになると思われる。

 一方、筆者の関係者への聞き取りでは、ベトナムの場合、特定技能により在留資格を得て、

日本で就労するケースが増えたためだということであった。出入国在留管理庁（2024）の

2023 年末のデータによると、コロナ禍後、右肩上がりに特定技能在留外国人数は増加し、

2023 年 12 月の時点で 208,462 人が在留している。その内、ベトナムからの特定技能在留外

国人数は、一番多く、110,648 人（53.1％）である。特定技能制度によって在留するインドネ

シア、フィリピン、中国、ミャンマー等からの人数が増加していることもあり、全体の割合

は下がっているものの、総数は 2022 年 12 月末の 77,137 人から、2023 年 12 月末の 110,648

人と 1.43 倍に増加している（図 3）。
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 このような背景から、日本語学校におけるベトナム人留学生の動きについて解釈をした

が、大学や大学院における留学生の動きを十分に把握できていない。よって、本研究では、

東南アジアからの留学生数を向上させるために、何が彼らを日本留学に導いたのか、促進す

る要因を明らかにすることとした。調査対象は、岡山大学に在籍している東南アジアからの

留学生とし、授業や課外活動に影響がない時間を調整し、半構造化インタビューを 2024 年

7 月から 9 月の間、一人あたり 1 時間程度行った。インタビューを実施したのは、アンケー

ト調査では、「なぜ日本を選択したのか」という理由の把握が困難であると考えたためである。

 個人情報保護の観点から、大学から東南アジアからの留学生情報を得ることは難しいた

め、インタビュー対象は、面識がある留学生と、雪だるま式標本法により紹介してもらった

留学生となった。主な質問項目は以下の通りである。
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　日本留学試験（EJU）等を受験して、日本に留学したケースは1件だけであり、その他は、

文部科学省奨学金制度による学部や大学院への留学、英語プログラムであるGDPへの留学

であった。EJUを通じて留学したケース（マレーシア国費留学生）は、入学を支援するシステ

ムがあったため、それほど大変ではなかったという回答であった。本学のGDPを含め、多

くの回答者が併願した北海道大学、名古屋大学、私立大学では立命館アジア太平洋大学等の

英語プログラムを持つ大学は、英語によるホームページ作成を充実させているため、大変で

あると感じた回答はほぼなかった。逆に、何もわからない状態で日本の大学を調べた場合、

Google翻訳等を利用しても、必要な情報にたどり着くのが難しいと感じている学生が多く存

在した。

－  22  －

稲森　岳央 （岡山大学グローバル人材育成院）



5.9 

10

5.10

JASSO 2022 9,000

5

JASSO

　入試に関しては、EJUを受けた1人のみが対象であり、後の事例は入試ではなく書類審査

が主となるため、入学手続きについてのみ説明する。入学手続き時の対応は、対応する担当

職員の資質がかなり影響していると思われる。GDPの対応については、英語対応ができており、

質問に対する返信が速く、非常にSupportiveという意見が多かった。一方、他の部局は、日

本語での対応となるため、日本語が得意ではない学生については、ハードルが高かったよう

である。 
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で発信してもらうということが、より多くの留学生に来てもらうためには必要となると考える。

この流れを図 5 に示した。囲み内にリスト化したのは、留学促進のための要因である。 

　今回のインタビューでは、英語プログラムで学ぶ学生が多く参加した。その結果、日本語

力の不足から、日本人学生との壁を感じてしまい、日本留学に対してマイナスのイメージを

持つ学生が現れたり、日本への就職や進学をあきらめてしまうケースが多く見られた。就職

に関して言えば、日本での就職を考えている留学生は 1 名であった。このような事例から、

英語でプログラムを修了できる場合であっても、日本語学習を積極的に推進し、日本人学生

や地域の人々と交流できる場を提供していくことが、日本社会への定着度を高めるために

必要であると思われる。
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　本調査では、東南アジア出身の留学生 15 人のインタビュー結果を、現在まで得られた質

的・量的情報をもとに解釈した。サンプル数からも調査結果を一般化することはできないが、

東南アジアからの留学生が「どのようにして日本留学を決めたのか？」傾向を示すことがで

きたのではないかと考える。留学前、留学生たちは日本留学に関するプラスの情報をもとに、

「ベストな選択肢は日本」と判断して留学を決意し、留学後は充実した留学生活、満足度の

高い留学生活、留学生にとって住みやすい社会であるかといった実体験を口コミ情報とし

て発信し、次の留学生の留学判断に影響を与える。この情報サイクルは、東南アジア以外に

も適応できるであろう。

　「未来を創造する若者の留学促進イニシアティブ＜J-MIRAI>」（第二次提言）（案）では、

受入人数だけでなく、日本人学生の派遣数 50 万人がクローズアップされているが、派遣と

受入は大学や社会の国際化の両輪であると考える。留学した日本人学生は、留学先において

母国語を話さないマイノリティー（＝留学生）の経験をする。この経験をした日本人学生は、

日本で学んでいる留学生と自分の海外での経験を重ね、積極的に留学生をサポートするで

あろう。そして、このような海外の生活を経験した日本人は、多文化共生社会を推進し、

留学生にとって満足度が高い高等教育機関の環境、留学生にとって住みやすいまちづくり

を支援し、そして、日本就職の定着率を高めていくものだと考える。 
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